
行
政
機
能
再
配
置
検
討
市
民
委

員
会
で
は
、
だ
れ
も
が
利
用
し
や

す
い
市
役
所
を
目
指
し
て
、
市
役

所
機
能
の
再
配
置
先
と
し
て
、
左

図
の
三
つ
の
候
補
地
が
検
討
さ
れ

て
い
ま
す
。

候
補
地
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性

が
あ
り
ま
す
。
委
員
会
に
よ
る
検

討
の
視
点
は
次
の
三
点
で
す
。

◆
だ
れ
に
で
も
利
用
し
や
す
い

車
を
使
う
人
だ
け
で
な
く
、
車

を
運
転
し
な
い
お
年
寄
り
や
障

害
の
あ
る
人
に
と
っ
て
も
利
便

性
が
高
い
位
置

◆
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

合
併
し
て
広
が
っ
た
市
域
の
ど

こ
か
ら
も
利
用
し
や
す
く
、
分

か
り
や
す
い
位
置

◆
徹
底
的
な
倹
約

再
配
置
に
伴
い
不
要
と
な
る
土

地
の
売
却
、
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
の
国
の
補
助
金
活
用
、
空
き

ビ
ル
の
利
用
な
ど
に
よ
り
、
最

大
限
の
倹
約
を
図
る
こ
と
が
で

き
る
位
置

委
員
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
検

討
結
果
を
集
約
し
、
中
間
報
告
と

し
て
市
長
に
報
告
す
る
予
定
で
す
。

◇

◇

問
行
政
管
理
課

39
・
２
２
０
８

再
配
置
案
・
３
つ
の
候
補
地
と
そ
の
特
性

検
討
が
進
む
市
役
所
機
能
の
再
配
置
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検検討討さされれてていいるる３３つつのの候候補補地地

■３つの候補地の特性

候補地 特 性

①中心市街地

厚生会館地区の整備や大手通地区の再開発に合わせて庁舎
を整備する

交通弱者の利便性が高い
まちづくりの効果が高い
空きビルの一部利用が可能
現庁舎は老朽化が進む中央公民館などに転用可能

②長岡操車場
地区

長岡地域土地開発公社から用地を取得し、長岡操車場地区
に庁舎を整備する

現庁舎は老朽化が進む中央公民館などに転用可能
新たに庁舎用地を求める必要がある
車を使えない交通弱者の利便性が低い

③幸町地区
（現本庁舎

周辺）

現本庁舎の近くに第二庁舎を整備し、分散している機能を
集約する

老朽化が進む中央公民館は別に建て替えが必要
車を使えない交通弱者の利便性が低い
現本庁舎を使用しながらの耐震補強に多額の費用が必要

来
年
４
月
の
特
例
市
移
行
の

同
意
を
県
知
事
に
依
頼

市
は
、
県
内
第
二
の
都
市
と

し
て
、
知
名
度
の
ア
ッ
プ
と
行

財
政
基
盤
の
強
化
を
図
る
た
め

七
月
十
八
日
、
特
例
市
移
行
の

同
意
を
県
に
依
頼
し
ま
し
た
。

特
例
市
は
、
高
度
な
事
務
処

理
に
必
要
と
さ
れ
る
専
門
知
識

・
技
術
を
備
え
た
組
織
を
整
備

で
き
る
と
判
断
さ
れ
る
都
市
に

権
限
を
移
譲
す
る
制
度
。
人
口

が
二
十
万
人
以
上
で
あ
る
こ
と

が
条
件
で
、
環
境
規
制
な
ど
二

十
四
の
法
令
に
基
づ
く
事
務
を

新
た
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

平
成
十
八
年
四
月
一
日
現
在
、

群
馬
県
前
橋
市
や
長
野
県
松
本

市
な
ど
全
国
で
三
十
九
市
が
特

例
市
の
指
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

県
庁
で
泉
田
県
知
事
に
同
意

の
依
頼
書
を
手
渡
し
た
森
市
長

は
「
特
例
市
に
な
る
こ
と
で
、

よ
り
住
民
に
身
近
な
行
政
を
実

現
で
き
ま
す
」
と
語
り
ま
し
た
。

今
後
、
県
議
会
で
の
議
決
、

国
へ
の
申
し
出
を
経
て
、
平
成

十
九
年
四
月
の
特
例
市
へ
の
移

行
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

▲森市長が特例市同意依頼書
を泉田知事へ

信
濃
川
を
挟
ん
で
合
併
市
域
の

東
西
を
結
び
、
広
域
道
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
要
と
な
る
長
岡
東
西
道

路
。
そ
の
整
備
促
進
、
早
期
完
成

を
求
め
る
総
決
起
大
会
が
六
月
二

十
四
日
、
厚
生
会
館
で
開
か
れ
ま

し
た
。

長
岡
東
西
道
路
は
、
長
生
橋
や

大
手
大
橋
の
渋
滞
緩
和
や
震
災
か

ら
の
早
期
復
興
、
さ
ら
に
柏
崎
圏

域
と
の
連
携
強
化
を
図
る
重
要
路

線
と
し
て
、
整
備
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

大
会
に
は
、
六
百
人
を
超
え
る

市
民
を
は
じ
め
、
来
賓
と
し
て
国

土
交
通
省
事
務
次
官
、
新
潟
県
選

出
の
国
会
議
員
や
県
議
会
議
員
な

ど
が
出
席
。

参
加
者
の
意
見
発
表
で
は
、「
震

災
の
復
興
に
は
、
災
害
に
強
い
道

路
網
の
構
築
が
不
可
欠
」「
観
光
に

携
わ
る
者
に
と
っ
て
も
東
西
道
路

の
完
成
は
、
大
き
な
力
」
な
ど
、

早
期
開
通
に
向
け
た
力
強
い
ア
ピ

ー
ル
が
続
き
ま
し
た
。

長
岡
市
民
の
三
十
年
来
の
悲
願
、

長
岡
東
西
道
路
の
一
日
も
早
い
完

成
に
向
け
、
国
や
県
な
ど
関
係
機

関
に
強
く
働
き
か
け
て
い
く
こ
と

を
、
満
場
一
致
で
決
議
し
ま
し
た
。

◇

◇

問
交
通
政
策
課

39
・
２
２
６
７

幕
末
の
長
岡
藩
政
を
担
っ
た
河

井
継
之
助
。
市
で
は
市
制
一
〇
〇

周
年
・
合
併
記
念
事
業
の
一
環
と

し
て
、
継
之
助
に
関
す
る
資
料
を

展
示
し
、
広
く
全
国
に
向
け
て
紹

介
す
る
河
井
継
之
助
記
念
館
（
仮

称
）
を
整
備
し
ま
す
。

有
識
者
か
ら
成
る
「
河
井
継
之

助
記
念
館
（
仮
称
）
展
示
及
び
運

営
検
討
委
員
会
」
で
は
、
館
の
運

営
方
針
や
資
料
の
展
示
方
法
に
つ

い
て
、
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

長
岡
市
が
所
有
す
る
資
料
だ
け

で
な
く
、
民
間
所
有
の
資
料
も
で

き
る
だ
け
多
く
お
借
り
し
て
、
時

代
背
景
や
彼
を
支
え
た
人
々
に
つ

い
て
も
紹
介
し
、
継
之
助
の
人
物

像
に
迫
る
記
念
館
に
し
て
い
く
方

針
で
す
。

年
内
の
開
館
を
目
指
し
て
、
八

月
か
ら
長
町

な
が
ち
ょ
う

一
丁
目
の
河
井
継
之

助
屋
敷
跡
地
に
あ
る
建
物
の
改
修

工
事
に
入
り
ま
す
。

問
都
市
計
画
課

39
・
２
２
２
５
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６
０
０
人
が
結
集
し

総
決
起
大
会
を
開
催

長
岡
東
西
道
路
の
早
期
完
成
に
向
け

河井継之助記念館（仮称）

を整備します

年内のオープンを目指して

▲直轄事業化を機に開催された総決起大会。中越地域全体に
活力を呼び込む東西道路の早期完成が待たれます。

森市長（東西道路整備推進期成同盟会会長）

「橋りょう部分が国の直轄事業とされたこ
とによって東西道路全体の整備に弾みがつ
きました。平成23年度には開通できるよう
強力に働きかけます」

国土交通省事務次官・佐藤信秋さん

「事業の選択と集中が国交省の方針です。
昔、長生橋は５年余りで完成しています。
今の人は仕事が遅いと言われないよう頑張
ります」

河井継之助記念館（仮称）展示及び
運営検討委員会委員（50音順・敬称略）

【委員長】原 信一 長岡商工会議所副会頭

稲川 明雄 郷土史研究家

内山 弘 長岡郷土史研究会顧問

川越壮之助 河井継之助を偲ぶ会会長

小島 義雄 元長岡市教育委員会委員長

下田 邦夫 与板地域委員会委員長

田中 愛子 書家

■
長
岡
市
長
、23
年
度
開
通
を


